


大気汚染の話題になると耳にする PM2.5｡そのピークの時期が 3月から 5月なのは
ご存じでしょうか｡大気汚染だけでなく､人体にも害があると言われています｡
今年はハイベックを使って PM2.5 を寄せ付けない年にしましょう！

こ　れ　か　ら　の　季　節　
に　気　を　付　け　て　！

その原因は

天気が周期的に変化し､空気が入れ替わりやすい 3月～ 5月

知らぬ間に PM2.5 が衣類に付着することが ...

　PM2.5 とは？
工場や自動車､航空機などから排出されたばい煙や粉じん､硫黄酸化

物 (SOx) などの大気汚染の原因となる粒子状の物質のこと｡黄砂や花

粉よりも小さく肉眼では見えない微細な粒子のため､人体の肺の奥深

くまで入り込みやすく､ぜんそくや気管支炎といった呼吸器系疾患や

循環器系疾患などのリスクを上昇させると考えられている｡特に呼吸

器系や循環器系の病気を持つ人､高齢者や子どもは影響を受けやすい｡

⇩そこで登場！　　ハイベック！そこで登場！　　ハイベック！

ハイベックで PM2.5 を寄せ付けず､皆様の健康を守りましょう！

ハイベックは着用のたびにお洗濯しても､短い時間でしっかり汚れを
落としながら､お洋服の風合いを守ることができます｡お洗濯した
お洋服は､室内での陰干しが基本です｡どんなに天気が良くても外に
干すのは避けましょう｡早く乾かしたい時は窓を開けるのではなく
扇風機やサーキュレーターで代用しましょう｡

ハイベックの仕上げ剤を併用すると､繊維の表面に膜を張り､さらに静電気抑制
効果があります｡つまり仕上げ剤を併用することで､外出時でも静電気を抑え､
繊維表面にできる膜のおかげで PM2.5 が付着しにくいという嬉しい効果が得
られます｡仕上げ剤の使用方法はお洗濯後に仕上げ剤の液にお洋服を浸して脱
水にかけるだけ｡このひと手間で PM2.5 の付着を抑制することができます｡

 静電気外干し と

汚れは空気中に浮遊している化学物質や紫外線､人体から分泌される皮脂や垢などの影響により
繊維に結合しますが､時間の経過や汚れの種類によって落としやすさが異なります。

汚れの付き方に注目 !
汚れのほとんどは複合汚れ｡汚れをしっかり取り除くには､
洗浄成分･水･酵素が必須です｡まずは全体を覆っている油分
を溶解し､その後不溶性汚れを酵素で分解､水溶性汚れは
水で洗い流します｡ハイベックのシミ抜き時は､最初にハイベックの原液を揉み込み､その後
水を加えながらブラシ掛けを行います｡

油性

水溶性

不溶性

大切な衣類ほど気をつけて !!

時間が経つほど汚れが落ちにくくなるワケ時間が経つほど汚れが落ちにくくなるワケ時間が経つほど汚れが落ちにくくなるワケ

生地

洗剤とお水を使って落とすことが可能

時間の経過や熱の影響で固まりやすく
なるので早めに処理をすることが大切。

洗剤とお水､さらに物理的な力 (叩く･擦る )を
加えることで落とすことが可能

特に頑固なシミは根気強くシミ抜きを
行い､徐々に取り除いていきましょう｡

シミ抜きだけでは取り除くことが
難しいため､色素を分解する効果のある
漂白剤を使用して取り除きましょう｡
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汚れが繊維の上に乗った状態◆汚れが繊維の上に乗った状態

汚れが繊維の奥に入り込み定着した状態◆汚れが繊維の奥に入り込み定着した状態

汚れが酸化し､変色した状態◆汚れが酸化し､変色した状態

漂白剤を使用して取り除くことが可能

ハイベックでの
　　　　除　去

シミ抜き時の

衣類への負担
汚れの状態と除去方法付着のタイミング

付着してすぐ

汚れ

付着してすぐ

汚れ

汚れが付着して

１カ月以上

変色

汚れが付着して

１カ月以上

変色

シミ

汚れが付着して

１週間～10日間

シミ

汚れが付着して

１週間～10日間

漂白剤の使用は繊維へのダメージが
大きいため､おしゃれ着には不向き｡

ハイベックだとドライ溶剤･水･酵素の力で 3つの
汚れをスッキリ取り除くことができる｡

ハイベックブラシは繊維を傷めにくい馬毛を
使用しているので､デリケート素材にも安心｡

時間が経つと落ちにくくなるのは食べこぼしなどのシミ汚れだけでなく､衣類全体に付着する汗や
皮脂などの分泌物､排気ガスなどの表面に付着する汚れも同じです｡

②汚れが定着する前に処理 ③お洗濯物は詰め込み過ぎず適量①汚れの種類に適した洗剤
この 3つに気を付けてお気に入りのお洋服を長持ちさせましょう♪

大切な衣類を長く着用できるように保つために･･･大切な衣類を長く着用できるように保つために･･･


